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文 教 福 祉 常 任 委 員 会 記 録 
 

平成 30 年 12 月 13 日（木）午後３時 16 分～午後３時 30 分（9 階 909 会議室） 

 

○出席委員（９名） 

委 員 長 丹治  誠 副委員長 二階堂武文 

委  員 沢井 和宏 委  員 小熊 省三 

委  員 根本 雅昭 委  員 梅津 政則 

委  員 高木 克尚 委  員 尾形  武 

委  員 真田 広志   

○欠席委員（なし） 

    

○市長等部局出席者（なし） 

 

○案  件 
   所管事務調査 「小学校における ICT を活用した学習活動の充実に関する調査」 

 

  （１）行政視察について 

 

（２）参考人招致について 

 

（３）その他 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

               午後３時16分    開  議 

（丹治 誠委員長）委員会を再開いたします。 

所管事務調査を議題といたします。 

 小学校におけるＩＣＴを活用した学習活動の充実に関する調査ですね。 

 まず、資料を配付いたさせます。 

     【資料配付】 

（丹治 誠委員長）それでは、本日の議題はお配りしました次第のとおりでございます。 

 初めに、行政視察についてを議題といたします。 

 前回の委員会におきまして、行政視察先につきましてはお示しさせていただいた行政視察案のほか、

ほかの視察先を含めて正副委員長手元にて調整をさせていただくということで了承いただきました。
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本日は、正副委員長手元で調整させていただきました視察先についてご報告をいたします。 

 お手元の行政視察一覧をごらんください。４カ所あります。視察日程については平成31年１月30日

水曜日から２月１日金曜日となりまして、視察先につきましては４カ所となります。視察初日の１月

30日水曜日につきましては、午前中に東京都荒川区、午後に千葉県柏市の２カ所を視察いたしまして、

視察２日目の１月31日木曜日につきましては、午前中に茨城県つくば市を視察したいと思います。そ

して、視察最終日の２月１日金曜日につきましては、午前中に岐阜県岐阜市を視察したいと考えてお

ります。なお、視察行程の詳細につきましては、次回以降の委員会におきまして改めてお示しいたし

ます。 

 次に、視察内容についてご説明いたします。まず初めに、東京都荒川区及び岐阜県岐阜市の２カ所

につきましては、荒川区は荒川区立尾久小学校、それから岐阜市は岐阜市立岐阜小学校におきまして

実際にＩＣＴを活用した授業内容を見学させていただけることになりましたので、それぞれ小学校に

おいての視察になります。なお、各小学校における視察の段取りの詳細につきましては、今後相手先

と調整した上でご報告いたします。 

 次に、聴取項目につきましては、４つの視察先におけるＩＣＴ教育の取り組みにつきまして、それ

ぞれ視察先における教育の目指す姿、独自の教育内容、その中におけるＩＣＴを活用した教育の実現

のほか、ＩＣＴ環境整備状況、教員研修体制など、ハード面、ソフト面におけるＩＣＴ環境整備につ

いて、そしてＩＣＴ教育の取り組みにおける教員の負担軽減を含めた現在に至るまでの課題及び今後

の目標と課題についてなどを共通項目としてお聞きしまして、そのほか資料に記載しておりますそれ

ぞれの特徴的な取り組み内容についてお聞きしたいと思います。なお、以上の視察内容につきまして

は、視察先で全て対応いただけない場合もありますので、ご了承願いたいと思います。 

 行政視察につきましては以上のような内容で行いたいと思いますが、視察先、視察内容につきまし

て委員の皆様から何かございますでしょうか。 

【「相変わらずハードだな」と呼ぶ者あり】 

（丹治 誠委員長）荒川がここでないとだめだという。この時間でないとという。それで、午後あい

てしまったのです。それで、柏市を急遽入れたという事情。済みません。盛りだくさんでいっぱい勉

強していただくということになりますので。 

（沢井和宏委員）授業を見せてもらえるのは大変うれしいですけれども、まさかその後授業をやった

先生の、実際に使っている先生の意見なんか聞く場というのは、ちょっと多分子供たちがいて、下校

とかあって難しいのだと思うのですけれども、そういうのはないですよね。 

（丹治 誠委員長）そういうのをちょっと調整してできるかどうかだけれども、一応では話だけして

みて、できるかどうか。ほかの先生とか…… 

【「できるのでないの。だって、授業２時間やっていないのだから」と呼ぶ者あり】 

（丹治 誠委員長）授業終わった、その後学校の先生はまだ自分の授業あるので。 
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（沢井和宏委員）研修主任とか、専門にやっている人…… 

（丹治 誠委員長）そういう沢井委員言ったような角度でやれば何とかなるかもしれないので。 

（沢井和宏委員）実際やってみてどんな大変さがあるかなんていうのを聞ければなと思ったのです。 

（小熊省三委員）でも、研修主任だとか教務主任だとか誰か対応はできますよね、それはきっと。 

（丹治 誠委員長）あいている人とかね。時間があいているような人とか、そういう研修主任の人と

か、対応できるかどうかでは確認をさせていただくということで。 

（真田広志委員）そうすると、これ柏見た後つくばまで移動してということになりますか、さらに。 

（丹治 誠委員長）これは、つくばは翌日なので、でも柏市からつくば市はそんなに遠くはないです。 

（真田広志委員）では、大丈夫ですね。 

（丹治 誠委員長）１時間かからないと思うので。 

（小熊省三委員）どうやって行くの。東京まで行ってこうなの、それとも横道行けるところあるの。 

（丹治 誠委員長）横道ってどこの話ですか。 

（小熊省三委員）柏市からつくば市で。 

（丹治 誠委員長）つくばエクスプレス。 

（小熊省三委員）つくばエクスプレスって、途中だっけ、柏市の。 

（丹治 誠委員長）柏市の途中にある。時間は調整中なので。 

（尾形 武委員）泊まりは茨城、岐阜だね。 

（丹治 誠委員長）１日目は、柏市かつくば市かどっちかになると思います。 

（尾形 武委員）つくば市だろうね。９時から…… 

（丹治 誠委員長）10時からになればどちらでもいいですけれども。ちょっとその辺未定です。どっ

ちがいいかということで。 

 それでは、よろしいですか。 

     【「なし」と呼ぶ者あり】 

（丹治 誠委員長）では、行政視察につきましてはこのようにいたしたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

 続いて、参考人招致についてを議題といたします。 

 参考人招致につきましては、前回の委員会におきまして委員の皆様からご意見をいただきまして、

人選につきましては正副委員長に一任をいただきました。本日は、正副委員長手元における調整結果

をご報告をいたします。 

 参考人につきましては、学識経験者としまして福島大学共生システム理工学類人間支援システム専

攻、教授、篠田伸夫氏をお呼びしたいと思います。篠田氏のプロフィールなどにつきましては、お手

元の資料をごらんください。福島大学個人業績データベースと、あとふくしまＩＣＴ利活用推進協議

会についてここに載っております。この篠田氏ですけれども、情報の視覚化と情報教育、それから情
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報セキュリティーを研究テーマとして取り組むとともに、現在のふくしまＩＣＴ利活用推進協議会の

運営委員長というのもやられていますので、ＩＣＴの利活用ですから、こういったことにたける、そ

して産官学が一体となった高度情報化に関する普及啓発や調査研究活動を通して、県全体の高度情報

化の推進を図る活動をされております。 

 このような実績から聴取内容といたしましては、小学校の学習活動におけるＩＣＴ機器の活用につ

いてといたしまして、学習活動におけるＩＣＴ機器の有効性として、子供たちの学びを深めるために

何ができるのか、それから教員の校務におけるＩＣＴ機器の有効性として、教職員の負担軽減対策等

のために何ができるのか、そしてＩＣＴ機器活用の注意点として、使い勝手とセキュリティー、トレ

ードオフ関係にある中において、適切な使い方、それからセキュリティー等が確保されればこれだけ

有効なＩＣＴ機器の活用方法があるよという視点の内容をお聞きできればというふうに考えておりま

す。 

 参考人及び聴取内容につきましては以上のような内容で行いたいと思いますが、委員の皆様から何

かございますでしょうか。 

     【「なし」と呼ぶ者あり】 

（丹治 誠委員長）それでは、参考人及び聴取内容につきましてはそのようにいたします。 

 続きまして、参考人招致実施要領についてご協議をさせていただきたいと思います。 

 お手元の参考人招致実施要領案をごらんください。主な内容についてご説明をいたします。まず初

めに、参考人招致の日程について、以前の委員会において調整させていただいた候補日のうちで平成

31年１月16日水曜日に開催させていただきたいと思います。場所につきましては、福島市役所909会議

室となります。 

 次に、開催時刻につきましては５番、この要領の５、当日の進め方についてをごらんください。委

員会を午後１時20分より開催いたしまして、午後１時30分より参考人招致を開始したいと思います。

参考人招致の時間配分といたしましては、参考人の意見開陳を45分間、それから質疑応答を45分、合

計１時間30分を目安としまして、終了時刻は午後３時ごろを予定しております。その後、参考人招致

に対する意見開陳を行いたいと思います。 

 続いて、その上の４の依頼人及び参考人より聴取する意見の内容のところですけれども、依頼先及

び聴取内容につきましては先ほどご協議させていただいた内容となりますので、よろしくお願いいた

します。 

 それから次に、６番目、報道機関の取材についてに関連しまして、今般の参考人招致に係るプレス

リリースを行うかどうか委員の皆様のご意見を伺いたいなと。通常は参考人招致のときはプレスリリ

ースしてはいないのですけれども、していないので、いいですか。 

【「今回は特にいいのでは」と呼ぶ者あり】 

（丹治 誠委員長）今回は、ではプレスリリースなしということでさせていただきたいと思います。 
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 参考人招致の実施要領につきましては以上のような内容にしたいと思いますが、よろしいでしょう

か。 

     【「異議なし」と呼ぶ者あり】 

（丹治 誠委員長）それでは、そのようにいたします。 

 それでは、そのほか皆さんから何かございますか。 

     【「なし」と呼ぶ者あり】 

（丹治 誠委員長）なければ、次回の所管事務調査に係る委員会につきましては、平成31年１月16日

水曜日午後１時20分から参考人招致の開催となります。 

 それから、あした、14日は午前10時より教育委員会の審査となりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上で本日の文教福祉常任委員会を終了いたします。本日は長時間大変お疲れさまでございました。 

               午後３時30分    散  会 

 

 

文教福祉常任委員長  丹 治   誠 


